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令和２年度 第１回 和歌山市入札監視委員会　議事概要
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和歌山市入札監視委員会 
令和２年度 第１回 会議録 

 
 

 [事後審査型一般競争入札（電子入札方式）] 

① 大関橋耐震補強工事 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[事後審査型一般競争入札（電子入札方式）] 

② 小規模橋梁補修工事その７ 

 

 

 

（事務局）抽出事案の概要説明 

 本工事は、和歌山市橋梁長寿命化修繕事業計

画に基づき、道路橋点検を実施し、点検結果に基

づき、適正な修繕工事を実施することにより、通

行者の安全を確保し、小規模橋梁の長寿命化を図

ることを目的とするものです。 

また、迂回路のない市道墓ノ谷線の大関橋上流

の集落が災害時孤立しないよう耐震補強工事も

同時に行いました。 

工事場所は、市道墓ノ谷線にある大関橋で、Ｊ

Ｒ六十谷駅から北へ約２ｋｍ進んだ和泉山脈の

山中にある橋梁となります。市道墓ノ谷線は、大

型車両が通行できず、乗用車が対向できない狭小

道路であり、大関橋より上流には約１０世帯の集

落があり、迂回路もないため通行止めできない厳

しい現場状況であります。 

市街地から離れた現場への小型車両による資

材運搬や狭小道路による作業により、安全費や運

搬費等の諸経費の圧縮が難しかったため、入札参

加者が２者と少なく、高い落札率になったものと

考えられます。 

 

（委 員）  

大関橋上流に集落があり、迂回路がなく、また、

道路幅が狭く厳しい現場状況であるため、入札参

加者が２者と少なく、高い落札率になったという

ことですね。わかりました。 

 

 

 

（事務局）抽出事案の概要説明 

 本工事は、和歌山市橋梁長寿命化修繕事業計



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[事後審査型一般競争入札（電子入札方式）] 

③ 大淀雨水ポンプ場耐震補強工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画に基づき、道路橋点検を実施し、点検結果に基

づき、適正な修繕工事を実施することにより、通

行者の安全を確保し、小規模橋梁の長寿命化を図

ることを目的とするものです。 

和歌山市周辺の官公庁発注の土木工事が多か

ったため、労働者の確保が困難な状況であった。

また、６か所の小規模橋梁補修工事であるため、

移動、安全対策、地元周知等の諸経費を圧縮でき

なかったため、入札参加者が２者と少なく、高い

落札率になったと考えられます。 

 

（委 員） 

わかりました。 

 

 

 

（事務局）抽出事案の概要説明 

 本工事は、老朽化が進む大淀雨水ポンプ場の耐

震化を実施するものです。 

 説明させていただきます案件は３回目の公告

であり、以前に２回公告しましたがいずれも不調

となっております。 

 １回目は令和２年５月２０日に対象業者を「市

内・準市内」「地区割有り」で公告しましたが、

入札参加者がありませんでした。 

 ２回目は令和２年６月１０日に対象業者を「市

内・準市内」「地区割無し」で公告し、入札参加

者が１者ありましたが、予定価格を上回る額での

入札であったため不調となっています。 

 ３回目は対象業者の制限なしで公告し、ようや

く予定価格と同額で入札した株式会社藤本水道

と契約に至りました。 

 本工事に限らず、上下水道施設の建築工事は入

札参加者が少なく、落札率が高くなる傾向にあ

り、全国的にも官庁営繕工事についての不調・不

落の多発が問題となっています。 

考えられる原因としては、技術者や職人が不足



していること、下請け業者の確保ができないこ

と、民間工事と比べて提出書類が多く煩雑である

こと、特に改修工事では新築工事と比べて施工条

件が不明確で、見えない手間やリスクの懸念があ

ることなどが挙げられます。 

 

委 員：わかりました。  

 

 

 

【その他】 

  次回の入札監視委員会までの検討事項。 

１００％落札の案件に関して、継続的に確認していくことを検討。 

   不調の案件、状況を表にするよう検討。 
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